
地
元
井
原
分
団
第
３
部
は
、

倉
掛
夏
目
両
自
治
連
合
会
役
員

ら
を
招
い
て
午
前
６
時
、
増
成

智
也
部
長
が
「
無
火
災
を
目
指

し
団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
、
そ
の

後
に
分
団
及
び
市
団
の
式
典
に

臨
ん
だ
。

午
後
１
時
か
ら
は
向
町
の
小

田
川
河
川
敷
で
放
水
訓
練
を
実

施
。
地
元
住
民
や
井
原
学
区
防

火
ク
ラ
ブ
の
少
年
団
員
ら
が
見

守
る
中
、
勇
壮
な
ラ
ッ
パ
の
合

図
で
団
員
ら
が
消
防
ポ
ン
プ
へ

向
か
っ
て
駆
け
出
し
数
本
の
ホ

ー
ス
を
延
長
。
一
斉
放
水
に
よ

る
く
す
玉
割
り
な
ど
を
披
露
し

た
。こ

れ
よ
り
前
の
１
月
４
日
、

第
３
部
消
防
機
庫
で
令
和
元
年

決
算
及
び
令
和
２
年
予
算
審
議

が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
て
い
る
。

消
防
団
は
近
年
、
豪
雨
な
ど
自

然
災
害
関
係
の
出
動
が
増
え
て

い
る
も
の
の
、
全
国
的
に
団
員

確
保
が
進
ま
な
い
課
題
を
抱
え

て
い
る
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
関
戸
啓

二
消
防
環
境
部
長
は
「
引
き
続

き
地
域
住
民
へ
の
理
解
と
協
力

を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
抜
本

的
対
策
に

つ
い
て
も

模
索
す
べ

き
で
は
」

と
し
て
い

る
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
あ
す
は
及

び
倉
掛
少
年
団
関
係
者
の
交
流

会
が
２
月
16
日
、
倉
掛
公
民
館

と
つ
ど
え
～
る
会
議
室
の
２
室

を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
メ
イ
ン
は
サ
ロ
ン

手
作
り
の
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム

（
21
枚
組
）
。
大
き
な
サ
イ
コ

ロ
を
順
番
に
振
り
、
出
た
数
だ

け
進
む
と
「
初
恋
は
何
才
で
し

か
？
」
「
今
ま
で
一
番
楽
し
か

っ
た
思
い
出
は
何
で
す
か
？
」

「
１
マ
ス
も
ど
る
」
な
ど
と
書

か
れ
た
カ
ー
ド
が
待
っ
て
い
る

仕
組
み
。
参
加
者
ら
は
ユ
ニ
ー

ク
な
答
え
に
驚
い
た
り
し
な
が

ら
交
流
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

終
了
後
は
ピ
ン
ポ
ン
に
挑
戦
す

る
３
世
代
家
族
も
あ
り
、
有
意

義
な
休
日
を
過
ご
し
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
及
び
倉
掛
少

年
団
は
、
こ
の
日
の
交
流
会
で

令
和
元
年
度
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

行
事
を
終
了
し
た
。
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ラ
ッ
パ
合
図
に
放
水

令
和
２
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
19
日
、
盛
大
に
挙
行

さ
れ
市
内
の
各
分
団
で
も
放
水
訓
練
な
ど
の
恒
例
行
事
が
行
わ

れ
、
一
年
の
門
出
を
祝
っ
た
。

部
長
に
増
成
さ
ん
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３ 世 代 が 交 流
《 サ ロ ン ＆ 少 年 団 》

す
ご
ろ
く
楽
し
む

平
素
よ
り
地
域
住
民
の
皆
様

に
は
、
自
治
連
合
会
の
活
動
に

対
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
は
集
大
成
を

迎
え
る
年
度
に
な
り
、
役
員
の

皆
様
に
お
支
え
頂

い
た
事
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
様
々

な
場
所
、
場
面
で

色
々
な
方
に
お
世

話
に
な
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
活
動
を
通
し

多
く
の
地
域
の
皆

様
と
知
り
合
え
た

こ
と
は
大
き
な
喜

び
で
財
産
と
な
り

ま
し
た
。

自
治
会
に
は
地

域
の
住
民
同
士
が

協
力
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
住

み
や
す
い
自
分
た
ち
の
町
を
創

っ
て
い
け
る
良
さ
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
は
物

質
的
な
豊
か
さ
に
よ
り
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
り
、
地
域
の
活

動
に
無
関
心
な
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。活

動
の
中
で
最
大
の
出
来
事

は
一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で

す
。
今
で
も
小
田
川
堤
防
を
今

に
も
越
流
し
そ
う
な

状
況
が
目
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
川
に

隣
接
す
る
倉
掛
に
と

っ
て
防
災
に
対
す
る

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
よ
う
に
も
思
え
ま

す
。
先
人
た
ち
は
、

個
人
よ
り
も
集
団
で

生
活
す
る
方
が
農
作

物
の
生
産
や
敵
の
防

衛
に
も
優
れ
て
い
る

事
を
会
得
し
ま
し

た
。今

こ
こ
で
、
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
り
、
我
々
の
子

供
、
孫
の
時
代
に
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
防
災
、

減
災
の
取
組
み
を
広
げ
て
行
く

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会 長 谷 和政

倉 掛 自 治 連 合 会

活動を振り返って

井
原
分
団

第

３

部

団

員

不

足

は

深

刻
「エイッ！」サイコロを振る瀬川治子さん



倉
掛
自
治
連
合
会
関
係
者
の

視
察
旅
行
が
２
月
９
日
に
行
わ

れ
連
合
会
役
員
や
顧
問
、
育
成

会
役
員
ら
18
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
海
上
自
衛
隊
の
呉

地
方
総
監
部
の
見
学
を
中
心
と

し
た
旅
行
を
企
画
し
た
。

一
行
は
午
前
８
時
に
海
上
自

衛
隊
呉
総
監
部
へ
向
け
て
つ
ど

え
～
る
を
出
発
。
明
治
19
年
に

「
海
軍
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

全
国
の
海
岸
・
海
面
を
５
海
軍

区
に
分
か
ち
、
鎮
守
府
と
し
て

明
治
22
年
に
開
庁
さ
れ
た
歴
史

あ
る
現
在
の
第
一
庁
舎
や
旧
地

下
作
戦
室
な
ど
を
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
再
認
識

し
た
。
昼
食
を
取
っ
た
あ
と
、

千
福
酒
造
を
見
学
し
た
。
歌
手

の
佐
良
直
美
さ
ん
や
ダ
ー
ク
ダ

ッ
ク
ス
が
出
演
し
て
い
る
60
歳

以
上
に
は
懐
か
し
い
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
の
フ
ィ
ル
ム
等
を

見
た
あ
と
、
千
福
の
大
吟
醸
を

試
飲
。

帰
路
の
バ
ス
で
は
、
倉
橋
一

郎
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
な
が

ら
親
睦
を
一
層
深
め
て
午
後
５

時
過
ぎ
に
井
原
へ
帰
っ
た
。

（
倉
掛
自
治
連
合
会
防
災
広
報

広
聴
部
長
・
山
本
勝
己
）

パ
チ
ン
コ
銀
座
跡
に
出
店
す

る
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
井
原
店
の
オ

ー
プ
ン
が
３
月
27
日
（
金
）
に

決
ま
り
現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
建

設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
店

舗
面
積
は
１
１
５
２
平
方
メ
ー

ト
ル
で
平
屋
建
て
。
第
１
駐
車

場
と
第
２
駐
車
場
が
あ
る
。

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
は

本
社
を
佐
賀
市
に
置
き
、
日
用

雑
貨
・
医
薬
品
・
冷
凍
食
品
な

ど
を
扱
う
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス

ト
ア
。
国
内
３
０
０
店
舗
を
目

指
し
て
い
る
。
営
業
時
間
は
午

前
９
時
～
午
後
10
時
。
資
本
金

は
33
億
６
９
４
５
万
円
。

地
元
説
明
会
は
１
月
10
日
に

井
笠
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
倉
掛
自
治
連

合
会
の
谷
和
政
会
長
と
片
岡
秀

憲
副
会
長
も
出
席
し
た
。
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◆ 行 事 予 定 ◆

倉
掛
少
年
団
育
成

会
長
の
新
谷
で
す
。

今
年
度
の
行
事
も

ほ
ぼ
終
わ
り
、
入
退

団
式
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
た
行
事
が
天
候
の
影
響
で
中

止
や
変
更
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
育
成
会
員
の
協
力
も

あ
り
、
悪
天
候
の
中
、
無
事
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
行
事
で
一
番
の
思
い
出
は
井
原

地
区
少
年
団
球
技
大
会
（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の

部
）
で
倉
掛
が
初
優
勝
を
し
た
こ
と
で
す
。

近
年
、
児
童
数
の
減
少
も
あ
り
、
育
成
協

議
会
長
と
し
て
球
技
大
会
の
種
目
変
更
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
各
地
区
の
保
護
者
の
方
に

協
力
を
頂
き
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
に
決
定
し
ま

し
た
。

球
技
大
会
当
日
、
倉
掛
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
、

３
戦
全
勝
、
そ
の
う
ち
２
試
合
は
完
封
で
決

勝
へ
。
正
直
こ
こ
ま
で
進
む
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
練
習
で
は
、
な
か
な
か
チ

ー
ム
が
纏
ま
ら
ず
、
監
督
も
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
優
勝
候
補
の
下

町
。
延
長
戦
と
な
り
、
最
終
回
満
塁
の
ピ
ン

チ
、
ラ
イ
ト
に
大
き
な
フ
ラ
イ
、
抜
け
れ
ば

ラ
ン
ナ
ー
は
全
員
ホ
ー
ム
に
帰
る
非
常
に
緊

張
し
た
瞬
間
、
ボ
ー
ル
が
４
年
生
の
女
子
の

と
こ
ろ
に
上
が
り
ま
し
た
。
練
習
で
は
フ
ラ

イ
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
取
り
に
行
っ
て
い
た

の
に
、
前
に
出
て
が
っ
ち
り
キ
ャ
ッ
チ
！
試

合
終
了
。

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
で
見
て
い
た
私
は
、
立
場

上
中
立
な
の
で
、
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
、

両
チ
ー
ム
の
子
供
達
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。

校
長
よ
り
決
勝
戦
、
感
動
し
ま
し
た
！
と
言

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
皆
で
頑
張
っ

た
結
果
で
し
た
。
少
年
団
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
方
々
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※つどえ～るカフェ（祝日休み）
金曜日 10：00～15：00
日曜日 10：00～12：00

※つどえ～る金曜朝市
金曜日 10：15～15：00

郷社足次山神社で２月１～２日の２日間、午前

９時より厄除け祈願祭が執り行われた。

参拝に訪れた代理を含む氏子らは、山室晶史宮

司のお祓いを受け、木札やお守りなどを授かった。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛少年団育成会

会 長 新谷泰規

初優勝

倉

掛

裏

の

小

田

川

河

川

敷

倉 掛 ほ っ と 情 報

掘 削 工 事 始 ま る

■郷社厄除け祈願祭 2/1～2/2

キック
ベース

倉掛裏（大正橋～井原大橋間）の小田川河川敷に堆
積した土砂を取り除く河道掘削工事が２月上旬から始
まっている。工期完了は３月３１日予定。

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
井
原
店

３
月
27
日
オ
ー
プ
ン

倉
掛
地
内
へ


